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次の各問に答えよ。
⑴　2次関数 y ＝ x 2－ 4x ＋ a（a は定数）のグラフが x 軸から切り取る線分の長さが 10のとき，a の値を求めよ。

⑵　0≦θ＜ 2πのとき，方程式 2 sin2θ＋ cosθ－ 1＝ 0を解け。

⑶　座標平面上の 3点 A（4， 2），B（7， 6），C（1， t）について，△ABCが二等辺三角形になるとき，定数 t の値を求
めよ。ただし，t ＞ 0とする。
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関数 f（x）＝ 3x 2＋ px ＋ q（p， q は定数）とする。次の各問に答えよ。
⑴　f（x）の最小値を p， qを用いて表せ。
⑵　f（x）は区間－1≦ x ≦ 1において，x ＝－1のみにおいて最大値 9をとり，この区間でとる最小値は 23 であ
るとする。このとき，p， q の値を定めよ。

関数 f（x）＝－x 3＋ ax 2＋ bx（a， bは定数）が x ＝－3と x ＝ 1で極値をとるとき，次の各問に答えよ。
⑴　a， b の値を求めよ。また，この関数の極値を求めよ。
⑵　－3≦ x ≦ 3のとき，y ＝ f（x）のグラフの接線の傾きが－15となるような，接点の x 座標と接線の方程式を
求めよ。
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与えられた 2次関数のグラフと x 軸の交点の x 座標を求める 2次方程式は　x2－4x＋a ＝ 0

解の公式より　x ＝－（－2）± （－2）2 －1・a ＝ 2± 4－a

このグラフが x 軸から切り取る線分の長さは 10であるから

2＋ 4－a －（2－ 4－a ）＝ 10

2 4－a ＝ 10

4－a ≧ 0に注意して両辺を 2乗すると 4（4－a）＝ 10

∴ a ＝
3
2
　　……（答）

⑴

2（1－cos2θ）＋cosθ－1＝ 0

－2 cos2θ＋cosθ＋1＝ 0

2 cos2θ－cosθ－1＝ 0

（2 cosθ＋1）（cosθ－ 1）＝ 0

∴ cosθ＝－
1
2
，1

0 ≦θ＜ 2πより，θ＝ 0，
2π
3

，
4π
3
　　……（答）

⑵

△ ABC の 3辺のうち 2辺が等しいという条件で場合分けをする。

（ア）AB ＝ AC のとき

三角形の辺の長さは正であるので，両辺 2乗して，AB2 ＝ AC2

　（左辺）＝（7－4）2＋（6－2）2 ＝ 25

　（右辺）＝（1－4）2＋（ t－2）2 ＝ t2－4t＋13

よって，25 ＝ t2－4t＋13 

⇒

⇒ t2－4t－12 ＝ 0 を解けばよい。

t2－4t－12 ＝（ t－6）（ t＋2）より，t ＝ 6，－2

問題文の条件 t ＞ 0より t ＝ 6

（イ）AB ＝ BC のとき

（ア）と同様に，AB2 ＝ 25，BC2 ＝（1－7）2＋（ t＋6）2 ＝ t2－12t＋72 より，

BC2 ＝ AB2 

⇒

⇒ t2－12t＋72 ＝ 25 

⇒

⇒ t2－12t＋47 ＝ 0

t2－12t＋47 ＝（ t－6）2＋11 ＞ 0 となるので，このとき解なし

（ウ）AC ＝ BC のとき

（ア），（イ）で計算したように，AC2 ＝ t2－4t＋13，BC2 ＝ t2－12t＋72

よって，AC2 ＝ BC2 

⇒

⇒ t2－4t＋13 ＝ t2－12t＋72 

⇒

⇒ 8t ＝ 59 

⇒

⇒ t ＝
59
8

これは問題文の条件 t ＞ 0も満たすので，t ＝
59
8

（ア），（イ），（ウ）より　t ＝ 6，
59
8
　　……（答）

⑶
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2 ⑴ 平方完成すると

　　　f（x）＝ 3｛x2＋2・
p
6

x＋（
p
6 ）

2

－（
p
6 ）

2

｝＋q ＝ 3（x＋
p
6 ）

2

－
p2

12
＋q

となるので，f（x）の最小値は　－
p2

12
＋q　　……（答）

3 ⑴ f（x）＝－x3＋ax2＋bx　より　f '（x）＝－3x2＋2ax＋b

x ＝－3と x ＝ 1で極値をとるので　f '（－3）＝ 0，f '（1）＝ 0　より

－27－6a＋b ＝ 0，－3＋2a＋b ＝ 0

これを連立して解くと　a ＝－3，b ＝ 9

このとき　f（x）＝－x3－3x2＋9x　より　f '（x）＝－3x2－6x＋9＝－3（x＋3）（x－1）

f（x）の増減表は次のようになる。

x … －3 … 1 …

f '（x） － 0 ＋ 0 －

f（x） →
－27 → 5

→

よって，a ＝－ 3，b ＝ 9であり ……（答）

　　　　極大値 5，極小値 －27 ……（答）

⑵ 接点の x 座標を t とおくと，x ＝ t における接線の傾きは－3t2－6t＋9である。

よって　－3t2－6t＋9＝－15　より　t2＋2t－8＝ 0　これを解くと　t ＝－4，2

ここで　－3≦ t ≦ 3なので　t ＝ 2　ゆえに　接点の x 座標は 2である。　　……（答）

これより　接点の座標は（2，－2）なので

接線の方程式は　y－（－2）＝－15（x－2）　より　y＝－15x＋28　　……（答）

⑵ まず f（－1）＝ 9より，

　　　　　3・（－1）2＋p・（－1）＋q ＝ 9　　　∴ p－q ＝－6　……①

また，最大値を x ＝－1のみにおいてとることから

　　　　　0≦－
p
6

≦ 1　かつ　f（－
p
6 ）＝－

p2

12
＋q ＝

2
3
　……②

または

 －
p
6

≧ 1　かつ　f（1）＝ 3＋p＋q ＝
2
3
　……③

のいずれかとなる。

　①，②を満たす p，q を求めると

 （p，q）＝（－ 4，2），（16，2）

となり，このうち 0≦－
p
6

≦ 1 を満たすのは（p，q）＝（－ 4，2）である。

　一方で①，③を満たす p，q を求めると

 （p，q）＝（－
25
6
，
11
6 ）

であり，これは －
p
6

≧ 1 を満たさない。

　以上から，求める p，q の値は　p ＝－4，q ＝ 2　　……（答）
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